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日本大学松戸歯学部 

 

研究実施における情報公開 （松戸歯学部単独研究） 
 

研究の名称：CTを用いた下顎骨下縁皮質骨の厚さによる顎骨骨折のリスク評価（承認番号：

EC19-009） 

            

研究機関の名称： 学校法人日本大学（松戸歯学部・放射線学講座） 

 

研究責任者： 教授・金田 隆         

 

研究期間： 令和元年７月２２日 〜 令和６年７月２１日 

 

１．研究対象者 

日本大学松戸歯学部付属病院放射線科にて 2008年 4月から 2018 年 3月にて転倒によっ

て骨折疑いで MDCT撮影をした患者約 500人 

２．研究目的・意義 

過去の論文で，パノラマエックス線写真を用いて，下顎骨下縁皮質骨形態の３分類と下

顎骨骨折のリスクを検討し，下顎骨下縁形態と骨折との間には高い相関があると報告さ

れている．しかしながら，CTを用いた詳細な下顎骨下縁皮質骨の形態と下顎骨のリスク

評価の報告は乏しい．今回の研究は CT を用いて下顎骨下縁皮質骨の厚みを測定して下

顎骨骨折のリスクを明らかにすることを目的とします． 

３．方法 

 診療録(カルテ)の画像データを用いて，患者の下顎下縁皮質骨の厚さを 2 人の口腔放射

線技師によって，下顎骨の両側，オトガイ孔の遠位で CTによって測定する．顎骨骨折の

有 無 に よ る 患 者 の 下 顎 皮 質 骨 の 平 均 厚 さ を 比 較 し て い き ま す ． 

 

 

４. 研究に利用する試料・情報等 
   情報：診療録情報（年齢・性別・CT 画像データ） 

 

５．お問い合わせ先 

本研究は，倫理委員会の承認を受けた研究計画書に従い，お預かりした試料・情報等には

匿名化処理を行い安全管理措置を講じたうえで取り扱っています．研究の詳細をお知りにな

りたい場合は，下記までお問い合わせください．他の方の個人情報及び知的財産の保護に支

障がない範囲で，研究計画書等を閲覧することが出来ます． 

本研究で得られた成果を専門の学会や学術雑誌に発表する可能性があります．成果を発表

する場合には，研究に参加していただいた方のプライバシーに慎重に配慮します．個人を特

定できる情報が公表されることはありません． 

なお，研究対象者に該当すると思われる方で，ご自身の試料・情報を「この研究で利用し

て欲しくない」と思われた場合にも，その旨をご連絡下さい．ご了承いただけない場合には

研究対象といたしません．また，その場合でもご自身に不利益が生じることはありません． 

＜問い合わせ先＞ 
 研究責任者：日本大学松戸歯学部・放射線学講座・教授・金田 隆 
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 電話番号： 047-360-9418 

 


